
(57)【要約】

【課題】柔軟な内視鏡の使用に適し、診断および治療行

為、液体栄養物の消化管への供給、病変組織の切除およ

びガス抜きなど、多くの医療目的を有する器具を用いて

内視鏡の対象となる組織へのアクセスが可能な、改善さ

れた器具および方法が必要である。

【解決手段】内視鏡とともに使用するために、挿管シス

テムが提供される。この挿管システムは、管路の湾曲が

内視鏡の湾曲と実質的に切離されるように、内視鏡と協

働するように構成された管路を有する案内装置を含む。

挿管システムはまた、遠位端に第１の結合部材を有する

位置決め器具と、近位端に第２の結合部材を有する挿管

器具とを備える。挿管器具および位置決め器具はそれぞ

れ、内視鏡の外側の管路とスライド可能に嵌合するよう

に構成された対の部品を備え、これによって第１および

第２の結合部材は互いに解放可能に接続されることが可

能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 細 長 管 路 と 、
　 前 記 細 長 管 路 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ た 挿 管 器 具 で あ っ て 、 前 記 挿 管 器 具 の 近 位 端 に
配 置 さ れ た 第 １ の 結 合 部 材 を 有 す る 、 挿 管 器 具 と 、
　 前 記 細 長 管 路 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ た 位 置 決 め 器 具 で あ っ て 、 前 記 位 置 決 め 器 具 の
遠 位 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 結 合 部 材 を 有 す る 、 位 置 決 め 器 具 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 に 嵌 合 さ れ て 、 前 記 挿 管 器 具 を 前 記 位 置 決
め 器 具 に 解 放 可 能 に 接 続 す る 、
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 細 長 管 路 は 、 内 部 に 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 案 内 装 置 に 配 置 さ れ る 、
医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 結 合 部 材 は 、 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 患 者 の 体 内 で 分 離 さ れ る
よ う に 構 成 さ れ る 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 離 脱 力 を 加 え る こ と に よ っ て 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 か ら 取 り 外 す
こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 前 記 挿 管 器 具 を 前 記 位 置 決 め 器 具 か ら 分 離 す る こ と が で き る 、
医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 円 錐 形 状 の 突 起 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 は 、 前 記 円 錐 形 状 の 突 起 を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 円 錐 形 状 の
受 け 部 を 有 す る 、
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 切 欠 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 は 、 前 記 切 欠 凹 部 と 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た ラ ッ チ を 有 す る 、
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 お よ び 前 記 第 １ の 結 合 部 材 が 、 一 体 的 に 形 成 さ れ た 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 位 置 決 め 器 具 お よ び 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 が 、 一 体 的 に 形 成 さ れ た 、 医 療 用 挿 管 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 お よ び 前 記 位 置 決 め 器 具 の 少 な く と も １ つ が 、 高 分 子 材 料 で 形 成 さ れ た 、
医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
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　 前 記 挿 管 器 具 は 、 前 記 挿 管 器 具 の 内 部 に 延 在 す る チ ャ ネ ル を 有 す る 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ
ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 下 記 の 特 許 出 願 に 関 連 し て お り 、 そ れ ら 全 て の 内 容 を 本 明 細 書 中 に 参 照 と し て
組 み 込 む 。
　 米 国 特 許 2003年 5月 12日 に 出 願 さ れ た 、 米 国 特 許 出 願 第 10/440,957号 （ 米 国 特 許 公 開 公
報 第 2004/0230095号 と し て 公 開 ）
　 米 国 特 許 2003年 5月 12日 に 出 願 さ れ た 、 米 国 特 許 出 願 第 10/440,660号 （ 米 国 特 許 公 開 公
報 第 2004/0230096号 と し て 公 開 ）
　 米 国 特 許 2003年 5月 16日 に 出 願 さ れ た 、 米 国 特 許 出 願 第 10/440,956号 （ 米 国 特 許 公 開 公
報 第 2004/0230097号 と し て 公 開 ）
　 「 ガ イ ド ワ イ ヤ ー お よ び 追 加 型 カ テ ー テ ル を 有 す る 医 療 器 具 （ Medical Instrument Hav
ing a Guidewire and Add-to Catheter） 」 （ 整 理 番 号 ： END-5335USNP5） の 名 称 で 米 国 特
許 2005年 5月 12日 に ロ ン グ 他 （ Long et al.） に よ り 出 願 さ れ た 、 米 国 特 許 出 願 第 11/128,1
08号
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 内 視 鏡 の 医 療 器 具 お よ び 方 法 に 関 し 、 特 に 、 柔 軟 性 を 有 す る 内 視 鏡 医 療 処 置 に
有 益 な 器 具 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 医 師 は 、 患 者 の 自 然 な 身 体 開 口 部 を 介 し て 挿 入 さ れ た 柔 軟 な 内 視 鏡 を 用 い て 、 多 く の 医
療 行 為 を 行 う 。 通 常 、 柔 軟 な 内 視 鏡 は 、 医 師 が 内 視 鏡 近 位 端 の 作 動 装 置 を 用 い て 制 御 可 能
な 、 関 節 運 動 遠 位 端 を 有 す る 柔 軟 な シ ャ フ ト を 備 え る 。 胃 鏡 お よ び 結 腸 鏡 な ど 、 多 く の 柔
軟 な 内 視 鏡 は 、 診 断 お よ び 治 療 器 具 と と も に 対 象 の 組 織 へ ア ク セ ス す る た め に 不 可 欠 な 作
業 チ ャ ネ ル （ 生 検 チ ャ ネ ル も し く は 補 助 チ ャ ネ ル と も 呼 ば れ る ） を 備 え る 。 作 業 チ ャ ネ ル
の 直 径 は 、 内 視 鏡 の サ イ ズ と 種 類 に よ り １ ｍ ｍ ～ ４ ｍ ｍ の 範 囲 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 作 業 チ ャ ネ ル の 直 径 に よ っ て 、 医 師 が 内 視 鏡 を 介 し て 使 用 可 能 な 医 療 器 具 、 お よ び 医 師
が 患 者 の 身 体 か ら 取 り 除 け る 対 象 物 （ 血 栓 お よ び 生 検 サ ン プ ル な ど ） の サ イ ズ に お い て 使
用 可 能 な 医 療 器 具 が 限 定 さ れ る 。 さ ら に 、 医 師 は 、 た だ １ つ の 作 業 チ ャ ネ ル （ 複 数 の 場 合
も あ る が ） を 有 し 、 処 置 中 器 具 の 挿 入 ／ 取 り 外 し に 時 間 の か か る 従 来 の 内 視 鏡 の 使 用 時 に
お い て 、 単 体 の 器 具 の 使 用 を 制 限 す る こ と も 可 能 で あ る 。 特 定 の 専 門 分 野 に 特 化 し た 内 視
鏡 は 、 特 に 大 き な 作 業 チ ャ ネ ル も し く は 一 対 の 作 業 チ ャ ネ ル が 利 用 可 能 で あ る 。 し か し 、
こ の よ う に 特 化 し た 内 視 鏡 は 、 標 準 の 内 視 鏡 よ り も 、 よ り 高 価 で 、 直 径 が よ り 大 き く 、 よ
り 堅 く 、 挿 管 作 業 性 が よ り 悪 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 部 の 消 化 管 （ Ｇ Ｉ ） に 関 す る 医 療 処 置 の 一 例 は 、 患 者 の 小 腸 に 経 腸 栄 養 チ ュ ー ブ を 配
置 す る こ と で あ る 。 こ の よ う な 処 置 は 通 常 、 経 皮 内 視 鏡 的 胃 瘻 造 設 術 (percutaneous endo
scopic gastrojejunostomy（ Ｐ Ｅ Ｇ Ｊ ） procedure)と し て 解 釈 さ れ る 。 胃 鏡 支 援 の Ｐ Ｅ Ｇ
Ｊ に お い て 、 医 師 は 、 視 覚 化 さ れ た 内 視 鏡 に よ っ て 栄 養 チ ュ ー ブ の 遠 位 端 を 空 腸 に 配 置 し
、 腹 壁 お よ び 胃 壁 に 栄 養 チ ュ ー ブ の 近 位 部 を 固 定 す る た め に 、 胃 鏡 の 上 部 消 化 管 へ の 頻 度
の 高 い 挿 入 お よ び 取 り 外 し を す る 可 能 性 が あ る 。 こ れ ら の 頻 繁 な 挿 入 ／ 取 り 外 し は 多 大 な
時 間 を 必 要 と し 、 結 果 的 に 組 織 に 大 き な 外 傷 を 残 し 、 術 後 の 患 者 に と っ て 上 部 消 化 管 の 苦
痛 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 下 部 消 化 管 に お け る 患 者 の 肛 門 を 介 し た 現 在 の 挿 管 処 置 に 関 し て 同 じ 問 題 も あ る 。 例 え
ば 、 患 者 の 痛 み を 和 ら げ る た め に 、 医 師 が 結 腸 減 圧 チ ュ ー ブ を 患 者 の 結 腸 に 配 置 し て 、 体
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内 で 生 じ る ガ ス を 抜 く こ と が 必 要 で あ る 。 し か し な が ら 、 結 腸 の 屈 曲 部 を 通 し て 柔 軟 な チ
ュ ー ブ を 案 内 す る 現 在 の 技 術 は 、 多 く の 時 間 が 必 要 で あ り 、 組 織 に 損 傷 を 与 え 、 患 者 に と
っ て は 苦 痛 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 柔 軟 な 内 視 鏡 の 使 用 に 適 し 、 診 断 お よ び 治 療 行 為 、 液 体 栄 養 物 の 消 化 管 へ
の 供 給 、 病 変 組 織 の 切 除 お よ び ガ ス 抜 き な ど 、 多 く の 医 療 目 的 を 有 す る 医 療 器 具 を 用 い て
内 視 鏡 の 対 象 と な る 組 織 へ の ア ク セ ス が 可 能 な 、 改 善 さ れ た 器 具 お よ び 方 法 が 必 要 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 内 視 鏡 と と も に 使 用 す る た め に 挿 管 シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 挿 管 シ ス テ ム は 、 管 路 の 湾
曲 と 内 視 鏡 の 湾 曲 と が 実 質 的 に 切 り 離 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 と 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ た
管 路 を 有 す る 案 内 装 置 を 備 え る 。 挿 管 シ ス テ ム は ま た 、 遠 位 端 に 第 １ の 結 合 部 材 を 有 す る
位 置 決 め 器 具 と 、 近 位 端 に 第 ２ の 結 合 部 材 を 有 す る 挿 管 器 具 と を 備 え る 。 挿 管 器 具 お よ び
位 置 決 め 器 具 は そ れ ぞ れ 、 内 視 鏡 の 外 側 管 路 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
、 対 の 部 品 、 を 備 え 、 こ れ に よ っ て 第 １ お よ び 第 ２ の 結 合 部 材 は 互 い に 解 放 可 能 に 取 り つ
け ら れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 内 視 鏡 を 用 い た 挿 管 シ ス テ ム の 使 用 方 法 も ま た 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 前 の パ ラ グ ラ
フ で 説 明 さ れ た よ う な 、 挿 管 シ ス テ ム を 準 備 す る 工 程 を 備 え る 。 こ の 方 法 は さ ら に 、 案 内
装 置 を 内 視 鏡 に 組 み 付 け 、 案 内 装 置 お よ び 内 視 鏡 を 患 者 の 内 視 鏡 用 の 切 開 部 に 挿 入 し 、 挿
管 器 具 を 案 内 装 置 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 し 、 位 置 決 め 器 具 の 第 １ の 結 合 部 材 を 挿 管 器 具 の
第 ２ の 結 合 部 材 に 解 放 可 能 に 取 り 付 け 、 位 置 決 め 器 具 を 案 内 装 置 に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 し
、 位 置 決 め 器 具 に 力 を 加 え て 案 内 装 置 に 沿 っ て 挿 管 器 具 を 移 動 さ せ る 工 程 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 挿 管 器 具 お よ び 方 法 の 他 の 態 様 、 変 形 お よ び 実 施 例 は 、 以 下 の 説 明 、 添 付 の 図 面 お よ び
特 許 請 求 の 範 囲 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 図 １ は 、 全 般 的 に 参 照 符 合 １ ０ で 表 さ れ る 案 内 装 置 （ 医 療 装 置 と も 呼 ば れ る ） の 等 角 図
で あ る 。 上 記 に て 参 照 し た 米 国 特 許 出 願 第 11/128,108号 は 、 こ の 装 置 １ ０ の 詳 細 な 説 明 を
含 む 。 し か し な が ら 、 一 般 的 に 、 装 置 １ ０ は 、 ハ ン ド ル １ ２ 、 ハ ン ド ル １ ２ か ら 延 び る 柔
軟 シ ー ス １ ４ 、 シ ー ス １ ４ に 取 り 付 け ら れ た 柔 軟 管 路 １ ６ 、 お よ び シ ー ス １ ４ の 遠 位 端 に
取 り 付 け ら れ た エ ン ド キ ャ ッ プ １ ８ を 備 え る こ と が で き る 。 ハ ン ド ル １ ２ お よ び シ ー ス １
４ は 、 柔 軟 な 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る 大 き さ で あ る 。 シ ー ス １ ４ は 、 ポ リ エ チ レ ン も し く は ポ
リ プ ロ ピ レ ン の よ う な 薄 い 高 分 子 フ ィ ル ム で 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 全 体 を 覆 う に 十 分 な 長 さ を
有 す る 。 管 路 １ ６ は 、 押 出 成 形 の ポ リ プ ロ ピ レ ン の よ う な 連 続 し た 柔 軟 な 低 摩 擦 ポ リ マ ー
の 構 成 要 素 で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 多 く の 種 類 の 内 視 鏡 は 、 関 節 運 動 遠 位 部 を 有 す る 従 来 の 柔 軟 な 胃 鏡 、 結 腸 鏡 も し く は 小
児 科 用 結 腸 鏡 を 備 え た 案 内 装 置 １ ０ と と も に 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 内 視
鏡 は 通 常 、 作 業 チ ャ ネ ル を 備 え る が 、 作 業 チ ャ ネ ル を 持 た な い 内 視 鏡 と と も に 装 置 １ ０ を
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 装 置 １ ０ を 内 視 鏡 か ら 取 り 外 す こ と が で き る 使 い 捨 て 可 能 な
も の と し て も よ く 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル （ 具 備 さ れ る 場 合 ） を 通 過 さ せ る に は 大 き す ぎ
る 少 な く と も １ つ の 柔 軟 な 付 属 器 具 の 使 用 を 可 能 に し て も よ い 。 付 属 器 具 は 、 管 路 の 屈 曲
が 実 質 的 に 内 視 鏡 の 屈 曲 か ら 切 り 離 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 外 部 の 装 置 の 管 路 で ス ラ イ ド す
る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 さ ら に 、 管 路 は 、 内 視 鏡 の 周 囲 を 移 動 可 能 な よ う に 、 内 視 鏡
に 対 し て 支 持 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は 、 内 視 鏡 ２ ０ に 組 み 付 け ら れ た 装 置 １ ０ の 遠 位 部 の 等 角 図 で あ る 。 装 置 １ ０ は 、 管
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路 １ ６ を ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る よ う 構 成 さ れ た キ ャ リ ア ２ ２ を 備 え る 。 キ ャ リ ア ２ ２ は
、 た と え ば Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン ） の よ う な 押 出 成 形 の 低 摩 擦 ポ リ マ ー
で 一 体 的 に 形 成 す る こ と が で き 、 少 な く と も 管 路 １ ６ と 同 じ 長 さ を 有 す る 。 付 属 物 ２ ３ は
、 図 示 さ れ る よ う に 、 キ ャ リ ア ２ ２ を ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る よ う 構 成 さ れ て も よ い 。 付
属 物 ２ ３ は 、 身 体 に 液 体 栄 養 素 を 供 給 し 、 診 断 お よ び 治 療 の 医 療 器 具 の た め に 対 象 の 組 織
に ア ク セ ス し 、 身 体 か ら ガ ス も し く は 他 の 液 体 を 排 出 ま た は 放 出 さ せ 、 あ る い は 、 他 の 多
く の 医 療 目 的 に 適 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 装 置 １ ０ に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ た 付 属 物 ２ ３ の 、 図 ２ に お け る 断 面 線 ３ －
３ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 （ 内 視 鏡 ２ ０ の 断 面 図 は 明 確 に す る た め に 図 ３ に は 示 さ れ な い
。 シ ー ス １ ４ が 薄 い 高 分 子 フ ィ ル ム で 形 成 さ れ る の で 、 シ ー ス １ ４ は 、 内 部 に 配 置 す る 内
視 鏡 ２ ０ が な け れ ば 、 図 ３ に 示 す よ う な 円 形 形 状 を 維 持 す る 必 要 が な い こ と に 注 目 す べ き
で あ る 。 ） 管 路 １ ６ の 断 面 の 特 徴 は 、 Ｔ 型 の 管 路 チ ャ ネ ル ２ ６ を 画 定 す る Ｃ 型 形 状 で あ っ
て も よ い 。 キ ャ リ ア ２ ２ は 、 管 路 チ ャ ネ ル ２ ６ を ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 し 得 る Ｔ 型 レ ー ル ２
８ を 有 す る こ と が で き る 。 キ ャ リ ア ２ ２ は ま た 、 付 属 物 ２ ３ の Ｔ 型 付 属 レ ー ル ３ ２ （ も し
く は 対 部 材 と も い う ） と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る た め 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｔ 型 キ ャ リ ア
チ ャ ネ ル ３ ０ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 挿 管 器 具 ２ ４ の 等 角 図 で あ り 、 図 １ の 案 内 装 置 １ ０ と と も に 使 用 可 能 で あ る 。 挿
管 器 具 ２ ４ は 、 本 明 細 書 中 で 述 べ る Ｐ Ｅ Ｇ Ｊ 処 置 に お い て 、 患 者 に 配 置 す る 経 腸 的 な 栄 養
チ ュ ー ブ と し て 用 い る こ と が で き る 。 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 端 は 、 空 腸 に 配 置 さ れ る 。 挿 管
器 具 ２ ４ は 、 小 腸 の 空 腸 お よ び 十 二 指 腸 の 近 位 部 を 介 し て 、 胃 へ と 近 位 に 延 び 、 胃 壁 お よ
び 腹 壁 を 貫 通 す る こ と が で き る の で 、 こ の 近 位 端 が 栄 養 素 も し く は そ の 他 の 物 を 投 与 す る
た め に 利 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 挿 管 器 具 ２ ４ は 、 遠 位 ポ ー ト ３ ６ と 流 体 連 通 す る 通 路 ３ ８ （ 図 ３ 参 照 ） を 画 定 す る 細 長
チ ュ ー ブ ３ ４ を 備 え て も よ い 。 遠 位 ポ ー ト ３ ６ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 端 か ら 約 ５ ｃ ｍ ～
１ ５ ｃ ｍ の 距 離 に 配 置 さ れ る が 、 こ の 距 離 は 変 更 可 能 で あ る 。 レ ー ル ３ ２ の 追 加 を 除 い て
、 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 部 は 、 例 え ば ヴ ィ ア シ ス ・ ヘ ル ス ケ ア 社 （ Viasys Healthcare, Inc
.） か ら 入 手 可 能 な １ ４ ０ ｃ ｍ の 外 径 ３ ． １ ８ ｍ ｍ （ １ ０ フ レ ン チ ） の ド ブ ホ ッ フ 型 栄 養
チ ュ ー ブ (Dobb-Hoff type feeding tube)の よ う な 、 市 販 の 様 々 な 栄 養 チ ュ ー ブ の 遠 位 部
と 同 様 で あ る 。 レ ー ル ３ ２ お よ び チ ュ ー ブ ３ ４ は 、 別 個 に 形 成 し て 互 い に 接 着 さ せ て も よ
く 、 も し く は 医 療 用 の グ レ ー ド の ポ リ ウ レ タ ン な ど の 押 出 成 形 ポ リ マ ー に よ っ て 一 体 に 形
成 し て も よ い 。 チ ュ ー ブ ３ ４ の 長 さ は 、 約 ５ ０ ｃ ｍ ～ 約 １ ０ ０ ｃ ｍ の 範 囲 と す る こ と が で
き る 。 レ ー ル ３ ２ は 、 チ ュ ー ブ ３ ４ の 実 質 的 に 全 長 に 沿 っ て も し く は チ ュ ー ブ ３ ４ の １ 箇
所 以 上 の 部 分 に 沿 っ て 延 在 す る こ と が で き る 。 レ ー ル ３ ２ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 キ ャ リ ア
２ ２ と 着 脱 可 能 に 嵌 合 す る よ う 構 成 す る こ と が で き る 。 レ ー ル ３ ２ は 状 況 に 応 じ て 、 管 路
１ ６ と 着 脱 可 能 に 嵌 合 す る よ う 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 案 内 装 置 １ ０ に 沿 っ て 挿 管 器
具 ２ ４ を 移 動 さ せ る た め に 必 要 な 力 を 軽 減 す る た め 、 Ｋ － Ｙ ゼ リ ー （ 商 標 ） （ ジ ョ ン ソ ン
・ ア ン ド ・ ジ ョ ン ソ ン 社 (Johnson and Johnson Corp)） の よ う な 医 療 用 潤 滑 剤 を レ ー ル ３
２ と そ の 対 の 構 成 要 素 で あ る キ ャ リ ア ２ ２ も し く は 管 路 １ ６ と の 間 の 接 触 面 に 塗 布 し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 お よ び 遠 位 端 は 閉 じ て も よ い 。 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 端 は 、 上 部 消
化 管 を 通 じ た 前 進 を 容 易 に す る た め に 、 テ ー パ ー 状 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 は 、 円 錐 形 に テ ー パ ー 形 状 を 有 す る 結 合 部 材
４ ０ を 備 え る が 、 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 結 合 部 材 ４ ０ は 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 位 置 決
め 器 具 と 互 い に 結 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 端
に 取 り 付 け ら れ る 。 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ は 従 来 の 外 科 用 縫 合 材 料 で あ る 細 い 金 属 ワ イ ヤ ー 、
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高 分 子 コ ー ド も し く は 天 然 繊 維 で 形 成 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 約 ２ ０ ｃ ｍ ～ ８ ０ ｃ ｍ の
長 さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 来 の 経 腸 栄 養 チ ュ ー ブ は 、 通 常 、 チ ュ ー ブ の 近 位 端 が 外 部 に 出 さ れ て 腹 壁 に 固 定 さ れ
る と き 、 胃 壁 内 部 に 接 触 し て 配 置 さ れ る よ う に 近 位 端 の 近 傍 に 取 り 付 け ら れ た 組 織 止 め ま
た は バ ン パ ー を 備 え る 。 図 ４ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 挿 管 器 具 ２ ４ は 、 改 良 さ れ た 組 織 止 め
と 、 上 部 消 化 管 へ の 導 入 時 に 最 小 の 大 き さ を 有 し 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 が 腹 壁 に 固 定 さ
れ る と き 自 動 的 に 展 開 す る か 、 ま た は 拡 張 す る 、 組 織 受 け 材 （ tissue bolster） ４ ４ と を
備 え る 。 つ ぶ れ 可 能 （ collapsible） な 組 織 受 け 材 ４ ４ を 備 え る こ と に よ り 、 内 視 鏡 が 上
部 消 化 管 に 配 置 さ れ る 間 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 挿 入 を 可 能 に し 、 こ れ に よ っ て 胃 内 部 の 視 覚 化
を 行 い な が ら 上 部 消 化 管 の 傷 つ き 易 い 上 皮 の 損 傷 を 最 少 に 押 さ え 、 従 来 の Ｐ Ｅ Ｇ Ｊ の 処 置
で 必 要 と さ れ た 、 繰 り 返 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 ／ 取 り 出 し を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 組 織 受 け 材 ４ ４ の 第 １ の 形 態 が 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 に つ ぶ れ 形
状 （ collapsed configuration） で 配 置 さ れ る 。 受 け 材 ４ ４ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 か
ら 例 え ば 約 １ ０ ｃ ｍ ～ １ ５ ｃ ｍ の 位 置 に 配 置 さ れ る 。 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 医 師
が 腹 壁 を 介 し て 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 を 引 く と 、 受 け 材 ４ ４ は 胃 壁 内 部 に 接 触 し て 配 置 さ
れ 、 図 ５ に 示 す よ う に 自 動 的 に 拡 張 形 状 （ expanded configuration） に 広 が る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 組 織 受 け 材 ４ ４ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の チ ュ ー ブ ３ ４ を ゆ っ た り と 覆 っ て 取 り 付 け ら れ る 押
出 成 形 の 短 い ポ リ ウ レ タ ン チ ュ ー ブ な ど の 生 体 適 合 ポ リ マ ー で 形 成 す る こ と が で き る 。 レ
ー ル ３ ２ の 一 部 は 受 け 材 ４ ４ の 位 置 で チ ュ ー ブ ３ ４ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 受 け 材 ４
４ の 第 １ の 端 部 ４ ８ は 、 接 着 剤 な ど を 利 用 し て チ ュ ー ブ ３ ４ に 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ
り 、 第 ２ の 端 部 ５ ０ は チ ュ ー ブ ３ ４ を 覆 っ て 自 由 に ス ラ イ ド 可 能 に さ せ ら れ て い る 。 受 け
材 ４ ４ は 、 第 １ の 端 部 ４ ８ と 第 ２ の 端 部 ５ ０ と の 間 で 受 け 材 ４ ４ の 材 料 に 入 れ ら れ た 複 数
の 平 行 な ス リ ッ ト ４ ７ に よ っ て 形 成 さ れ る 複 数 の ア ー ム ４ ６ を 備 え て も よ い 。 第 １ お よ び
第 ２ の 端 部 ４ ８ お よ び ５ ０ は 図 ５ に 示 す よ う に 、 互 い の 方 向 に 付 勢 さ れ て ア ー ム ４ ６ が 半
径 方 向 外 側 へ 撓 み 、 こ れ に よ っ て 展 開 時 に 胃 壁 に 接 触 し て 配 置 さ れ る 広 い 面 を 形 成 す る 。
固 定 時 は 、 腹 壁 の 腔 内 へ の 胃 液 の 漏 れ を 防 ぐ た め 、 組 織 受 け 材 ４ ４ が 胃 壁 の 切 開 部 を 封 鎖
す る よ う に 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 部 が 胃 壁 お よ び 腹 壁 の 切 開 部 を 貫 通 す る と き の 、 つ ぶ れ 形
状 に お け る 組 織 受 け 材 ４ ４ の 第 １ の 形 態 を 示 す 。 図 ７ は 、 拡 張 形 状 で 胃 壁 内 部 に 接 触 し て
配 置 さ れ た 、 図 ６ の 組 織 受 け 材 ４ ４ を 示 す 。 患 者 が そ れ 以 上 経 腸 栄 養 の た め の チ ュ ー ブ ３
４ を 必 要 と し な い 場 合 、 医 師 は 、 体 壁 の 切 開 部 を 介 し て 挿 管 器 具 ２ ４ を 外 へ 引 き 出 す た め
に 、 つ ぶ れ 不 可 能 （ non-collapsible） な 組 織 受 け 材 を 利 用 し た 、 現 在 行 わ れ て い る 従 来
の 経 腸 栄 養 チ ュ ー ブ の 使 用 と 同 様 に 、 チ ュ ー ブ ３ ４ の 外 在 部 を 引 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ８ は つ ぶ れ 形 状 に お け る 組 織 受 け 材 ４ ４ の 第 ２ の 形 態 を 示 し 、 受 け 材 ４ ４ の 第 ２ の 端
部 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 受 け 材 延 長 部 ５ ２ を 備 え る 。 延 長 部 ５ ２ は 、 チ ュ ー ブ ３ ４ を 覆 う
よ う に 自 由 な ス ラ イ ド が 可 能 に 構 成 さ れ た 、 薄 い 壁 の 高 分 子 チ ュ ー ブ で あ っ て も よ い 。 図
９ Ａ は 、 拡 張 形 状 で 胃 壁 の 内 部 に 接 触 し て 配 置 さ れ る 受 け 材 ４ ４ の 第 ２ の 形 態 を 示 す 。 受
け 材 ４ ４ は 、 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ が 引 か れ て 受 け 材 ４ ４ が 胃 壁 内 部 に 接 触 す る と 、 自 動 的 に
拡 張 形 状 へ 展 開 し 、 腹 壁 内 部 に 接 触 し て 配 置 さ れ る 。 延 長 部 ５ ２ は 、 つ ぶ れ 形 状 と 拡 張 形
状 と の 間 で 受 け 材 ４ ４ を 操 作 す る た め に 外 部 を 保 持 し 、 こ れ に よ っ て 位 置 決 め お よ び ／ ま
た は 患 者 か ら の 挿 管 器 具 ２ ４ の 簡 単 な 取 り 外 し を 容 易 に す る 。 延 長 部 ５ ２ は ま た 、 端 部 ５
０ に 取 り 付 け ら れ た 短 い フ ィ ラ メ ン ト 、 も し く は チ ュ ー ブ ３ ４ の 近 傍 の 腹 壁 切 開 部 を 貫 通
す る 他 の 多 く の 細 長 い 機 構 の 任 意 の １ つ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 必 要 に 応 じ て チ ュ ー ブ ３ ４ の 外 径 は 、 延 長 部 ５ ２ の 内 径 よ り 小 さ い 約 １ ． ０ ｍ ｍ ～ ３ ．
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０ ｍ ｍ と し て も よ く 、 こ れ に よ り 、 図 ９ Ｂ の チ ュ ー ブ ３ ４ と 延 長 部 ５ ２ の 詳 細 図 に 示 す よ
う に 、 チ ュ ー ブ ３ ４ と 延 長 部 ５ ２ と の 間 隔 は 通 路 ５ ３ を 画 定 す る こ と が で き る 。 医 師 は 、
例 え ば 薬 液 な ど の 液 体 の 胃 へ の 投 与 、 ま た は 、 胃 か ら 胃 液 を 排 出 す る 吸 引 器 具 と 流 体 連 通
す る 延 長 部 ５ ２ の 近 位 端 を 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ９ Ｂ は ま た 、 第 １ の 移 動 止 め 開 口 部 ４ ７ と 解 放 可 能 に 嵌 合 可 能 な 解 除 可 能 な ロ ッ ク 機
構 ４ ３ と 、 第 ２ の 移 動 止 め 開 口 部 ４ ５ を 示 す 。 医 師 は 、 拡 張 形 状 お よ び つ ぶ れ 形 状 の そ れ
ぞ れ に お い て 組 織 受 け 材 ４ ４ を 解 除 可 能 に ロ ッ ク す る た め 、 第 １ お よ び 第 ２ の 移 動 止 め 開
口 部 ４ ７ お よ び ４ ５ の 間 で 、 延 長 部 ５ ２ を 縦 方 向 に 移 動 さ せ る 間 、 チ ュ ー ブ ３ ４ を 保 持 す
る こ と が で き る 。 解 除 可 能 な ロ ッ ク 機 構 ４ ３ の 位 置 は 、 患 者 の 身 体 の 外 部 へ と 延 び る チ ュ
ー ブ ３ ４ の 近 位 部 に 制 限 さ れ ず 、 身 体 内 部 の 組 織 受 け 材 ４ ４ の 近 傍 の チ ュ ー ブ ３ ４ の 部 分
に も 提 供 さ れ る 。 ラ ッ チ 、 移 動 止 め な ど 同 様 の ロ ッ ク 機 構 を 図 ６ に 示 す 組 織 受 け 材 ４ ４ の
第 １ の 形 態 に 利 用 す る こ と も 可 能 な の で 、 組 織 受 け 材 ４ ４ は 、 体 壁 に 接 触 し て 引 か れ る と
き に 拡 張 形 状 に ロ ッ ク さ れ る 。 組 織 受 け 材 ４ ４ の 第 １ の 形 態 と し て 説 明 し た よ う に 、 組 織
受 け 材 ４ ４ は 、 チ ュ ー ブ ３ ４ を 体 壁 に 固 定 す る こ と な し に 拡 張 形 状 を 維 持 す る こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 で 指 摘 し た よ う に 、 挿 管 器 具 ２ ４ は 、 他 の 付 属 物 と 結 合 す る た め に 、 近 位 端 に 、 結
合 部 材 ４ ０ を 備 え る こ と が で き る 。 図 １ ０ は 、 図 １ に 示 す 案 内 装 置 １ ０ と と も に 使 用 す る
た め の 付 属 物 と し て の 位 置 決 め 器 具 ５ ４ に お け る 等 角 図 で あ る 。 医 師 は 、 挿 管 器 具 ２ ４ を
案 内 装 置 １ ０ の 管 路 １ ６ に 沿 っ て 、 ま た は 管 路 １ ６ に 取 り 付 け ら れ た キ ャ リ ア ２ ２ に 沿 っ
て 、 縦 方 向 に 遠 隔 的 に 動 か す た め に 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ を 使 用 す る こ と が で き る 。 位 置 決
め 器 具 ５ ４ に よ っ て 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 が 患 者 の 体 内 に あ っ て 医 師 が 直 接 ア ク セ ス で
き な い と き 、 医 師 は 基 本 的 に 、 挿 管 器 具 ２ ４ を 遠 位 方 向 に 押 し た り 近 位 方 向 に 引 い た り す
る こ と が 可 能 に な る 。 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 別 の 重 要 な 機 能 は 、 挿 管 器 具 の 遠 位 端 の 位 置 を
変 え る こ と な く 内 視 鏡 と 案 内 装 置 １ ０ と が 近 位 方 向 に 引 か れ て 患 者 か ら 外 れ る よ う に 、 挿
管 器 具 ２ ４ を 患 者 に 対 し て 固 定 さ れ た 位 置 に 保 つ こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 本 体 ５ ６ の 全 長 に 実 質 的 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ た レ ー ル ５ ８ （ 対
の 部 品 （ mating part） と も い う ） を 有 す る 細 長 い 本 体 ５ ６ を 備 え る 。 レ ー ル ５ ８ は 、 キ
ャ リ ア チ ャ ネ ル ３ ０ ま た は 管 路 チ ャ ネ ル ２ ６ （ 図 ３ 参 照 ） を ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る よ う
に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 体 ５ ６ お よ び レ ー ル ５ ８ は 連 続 的 な 低 摩 擦 の 、 押 出 成 形
の ポ リ エ チ レ ン も し く は Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ な ど の 高 分 子 材 料 で 一 体 的 に 形 成 す る こ と が で き る 。 位
置 決 め 器 具 ５ ４ の 長 さ は 少 な く と も 装 置 １ ０ の 管 路 １ ６ と 同 じ で あ り 、 例 え ば 約 １ ０ ０ ｃ
ｍ ～ ２ ０ ０ ｃ ｍ の 範 囲 と す る こ と が で き る 。 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 上 部 消 化 管 の 装 置 １ ０
に 沿 っ て 前 進 お よ び 引 き 抜 き を 行 う た め に 十 分 な 柔 軟 性 が あ る が 、 挿 管 器 具 ２ ４ に 比 較 し
て 相 対 的 に 堅 い 。 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 本 体 ５ ６ に お け る 断 面 の 特 徴 は 、 図 １ １ に 示 す よ う
に 円 形 を 含 む 多 く の 幾 何 学 的 形 状 の 任 意 の １ つ で あ る 。 本 体 ５ ６ は ま た 、 少 な く と も 部 分
的 に 本 体 ５ ６ を 貫 通 し て 延 び る チ ャ ネ ル （ 図 示 せ ず ） を 備 え る こ と が で き 、 例 え ば 液 体 の
投 与 も し く は 排 除 、 他 の 器 具 の 上 部 消 化 管 へ の ア ク セ ス 、 も し く は 他 の 目 的 な ど に 利 用 す
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 で 結 合 部 材 ４ ０ （ 第 ２ の 結 合 部 材 と も い う
） に 解 放 可 能 に 取 り 付 け る た め 、 遠 位 端 に 結 合 部 材 ６ ０ （ 第 １ の 結 合 部 材 と も い う ） を 備
え て も よ い 。 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 遠 位 端 は 、 両 方 が ス ラ イ ド 可 能 に
キ ャ リ ア ２ ２ と 嵌 合 す る 間 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 後 、
装 置 １ ０ の 管 路 １ ６ に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 図 １ ３ は 位 置 決 め 器 具 ５ ４ と 挿 管
器 具 ２ ４ と が 互 い に 結 合 さ れ た 縦 断 面 図 で あ る 。 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ か ら 解 る よ う に 、 位
置 決 め 器 具 ５ ４ の 結 合 部 材 ６ ０ は 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 結 合 部 材 ４ ０ に お け る 円 錐 突 起 ４ １ を
受 け 入 れ る た め の 円 錐 状 の 受 け 部 ６ ８ を 備 え る 。 所 定 の 離 脱 力 が 加 え ら れ る ま で 、 挿 管 器
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具 ２ ４ と 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 対 応 す る 端 部 が 引 き 離 さ れ な い よ う に 、 結 合 部 材 ４ ０ に 形 成
さ れ た 切 欠 凹 部 ６ ６ と 嵌 合 す る よ う ラ ッ チ ６ ４ を 結 合 部 材 ６ ０ に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ
る 。 こ れ に よ っ て 、 医 師 は 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ を 押 し た り 引 い た り す る こ と で 、 挿 管 器 具
２ ４ を 縦 方 向 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 医 師 は 、 切 欠 ６ ６ か ら ラ ッ チ ６ ４ を 解 放 し て
器 具 ２ ４ と ５ ４ と を 分 離 す る た め に 患 者 の 口 か ら 延 び る 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 近 位 端 を 引 く
間 、 挿 管 器 具 ２ ４ を 保 持 す る た め 、 腹 壁 の 経 皮 切 開 部 に 挿 入 さ れ る 捕 捉 器 具 ま た は 他 の 種
類 の 掴 み 器 具 を 使 用 す る こ と が で き る 。 当 業 者 は 、 本 明 細 書 中 で 説 明 さ れ る 結 合 部 材 ４ ０
お よ び ６ ０ の 実 施 例 が 、 単 に 、 挿 管 器 具 ２ ４ と 位 置 決 め 器 具 ５ ４ と を 解 放 可 能 に 取 り 付 け
、 結 合 部 材 ４ ０ と ６ ０ と が 器 具 ２ ４ と ５ ４ と を 分 離 す る た め の 遠 隔 的 に 操 作 可 能 な 解 放 機
構 を 有 す る よ う な 、 多 く の 等 価 な 実 施 例 の 一 例 で あ る こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は ま た 、 結 合 部 材 ４ ０ お よ び ６ ０
が 互 い に 結 合 す る と き に フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ の 受 け 部 ６ ８ か ら の 出 口 の 隙 間 を 提 供 す る た め
、 本 体 ５ ６ の 遠 位 端 に ス ロ ッ ト ６ ２ を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ４ は 、 内 視 鏡 ２ ０ に 組 み 付 け ら れ た 案 内 装 置 １ ０ の 遠 位 部 の 等 角 図 で あ り 、 挿 管 器
具 ２ ４ の 結 合 部 材 ４ ０ に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 結 合 部 材 ６ ０ を 示
す 。 挿 管 器 具 ２ ４ 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ お よ び 案 内 装 置 １ ０ は 、 一 括 し て 挿 管 シ ス テ ム ７ ０
と し て 参 照 し て も よ い 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 挿 管 器 具 ２ ４ は 、 内 視 鏡 ２ ０ の 遠 位 端 へ 遠
位 方 向 に 前 進 す る こ と が で き 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ と 整 列 し 結 合 し た 状 態 に 保 た れ 得 る 。 し
た が っ て 、 挿 管 シ ス テ ム ７ ０ に よ っ て 、 器 具 ２ ４ と ５ ４ と を 互 い に 解 放 可 能 に 取 り 付 け る
こ と が で き る の で 、 従 来 の シ ス テ ム よ り も さ ら に 小 腸 内 の 奥 へ の 挿 管 器 具 ２ ４ の 位 置 決 め
が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 結 合 部 材 ４ ０ お よ び ６ ０ な し で 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ の 遠 位 端 は
、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 か ら 分 離 す る こ と が で き 、 結 果 的 に 医 師 は 、 内 視 鏡 ２ ０ お よ び 案
内 装 置 １ ０ を 引 き 出 し な が ら 空 腸 内 部 に お い て 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 端 を 正 確 に 位 置 決 め す
る た め に 、 も し く は 挿 管 器 具 ２ ４ を 患 者 に 対 し て 固 定 し て 保 つ た め に 、 遠 隔 的 に 挿 管 器 具
２ ４ を 押 す こ と ま た は 引 く こ と が で き な く な る で あ ろ う 。 さ ら に 、 挿 管 器 具 ２ ４ を 内 視 鏡
２ ０ の 遠 位 端 の 遠 位 に 移 動 可 能 と す る こ と に よ り 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 フ ィ ラ メ ン ト
４ ２ を 、 捕 捉 す る こ と （ snaring） お よ び 外 に 出 す こ と （ externalization） に 有 利 な 位 置
に 置 く こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 経 腸 栄 養 チ ュ ー ブ を 患 者 に 配 置 す る た め の 医 療 処 置 は Ｐ Ｅ Ｇ Ｊ (percutaneous endoscop
ic gastrojejunostomy)と し て 従 来 技 術 で 知 ら れ る 。 こ の 処 置 は ま た 、 Ｊ Ｅ Ｔ － Ｐ Ｅ Ｇ （
経 腸 チ ュ ー ブ 内 視 鏡 的 胃 瘻 造 設 術 （ jejunal enteral tube-percutaneous endoscopic gas
trostomy） ） と も 呼 ば れ る こ と が あ る 。 図 １ ５ ～ 図 ２ ０ は 、 別 の 方 法 と し て 標 準 的 な Ｐ Ｅ
Ｇ Ｊ の 処 置 （ す な わ ち 、 ポ ン ス キ ー の プ ル Ｐ Ｅ Ｇ (Ponsky "Pull" PEG)） と し て 、 挿 管 器
具 ２ ４ を 小 腸 に 配 置 す る た め の 方 法 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 最 初 に 図 １ ５ を 参 照 す る と 、 ハ ン ド ル １ ２ 、 シ ー ス １ ６ お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ １ ８ を 備
え た 案 内 装 置 １ ０ 内 に 配 置 さ れ た 内 視 鏡 ２ ０ が 、 患 者 の 胃 の 内 部 に 内 視 鏡 ２ ０ の 遠 位 端 お
よ び エ ン ド キ ャ ッ プ １ ８ を 配 置 す る た め に 、 口 を 介 し て 前 進 さ せ ら れ て い る 。 光 源 （ 内 視
鏡 の 遠 位 端 と 協 働 す る 光 源 な ど ） は 、 腹 壁 を 光 で 透 過 さ せ る た め に 胃 内 部 か ら 利 用 す る の
で 、 胃 内 部 で の 内 視 鏡 の 位 置 が 患 者 の 外 部 か ら 観 察 で き る 。 小 さ な 経 皮 的 切 開 部 が 腹 壁 を
介 し て 形 成 さ れ 、 針 ７ ２ (例 え ば １ ４ ゲ ー ジ 針 )お よ び カ ニ ュ ー レ ７ ４ が 切 開 部 を 通 し て 挿
入 さ れ る の で 、 針 ７ ２ の 遠 位 先 端 お よ び カ ニ ュ ー レ ７ ４ の 遠 位 端 は 胃 の 内 部 に 位 置 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 針 ７ ２ は 、 患 者 の 胃 内 部 と 外 部 と の 間 に 延 在 す る ア ク セ ス チ ャ ネ
ル を 提 供 す る た め に 、 カ ニ ュ ー レ ７ ４ を 残 し て 抜 か れ る 。 ル ー プ 状 の ガ イ ド ワ イ ヤ ー ７ ６
（ ワ イ ヤ ー ル ー プ と も 呼 ぶ ） は 、 カ ニ ュ ー レ ７ ４ を 介 し て 通 さ れ る こ と が で き 、 内 視 鏡 ２
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０ お よ び 案 内 装 置 １ ０ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー ７ ６ に よ り 提 供 さ れ る こ の ル ー プ を 通 っ て 延 び
る よ う に 方 向 付 け さ れ る こ と が で き る 。 内 視 鏡 ２ ０ お よ び 案 内 装 置 １ ０ は 、 図 １ ７ に 示 す
よ う に 、 胃 か ら 小 腸 へ 遠 位 方 向 に 前 進 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 解 放 可 能 に 挿 管 器 具 ２ ４ に 取 り 付 け ら れ 、
挿 管 器 具 ２ ４ が ガ イ ド ワ イ ヤ ー ７ ６ に よ っ て 作 ら れ る ル ー プ の 中 を 通 る よ う に 、 案 内 装 置
１ ０ の 長 さ に 沿 っ て 挿 管 器 具 ２ ４ を 前 進 さ せ る た め に 用 い ら れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 挿 管 器 具 ２ ４ の ポ ー ト ３ ６ は 、 内 視 鏡 ２ ０ の 視 覚 化 の 下 で 、 消 化 管 に 栄 養 素 を 送 る た め
に 適 切 な 空 腸 内 の 位 置 に 前 進 さ せ ら れ る 。 １ つ の 実 施 例 に お い て 、 挿 管 器 具 ２ ４ は 患 者 の
体 外 で キ ャ リ ア ２ ２ （ 図 ２ ） に 配 置 す る こ と が で き 、 挿 管 器 具 ２ ４ お よ び キ ャ リ ア ２ ２ は
、 案 内 装 置 １ ０ の 管 路 １ ６ に 沿 っ て 一 緒 に 前 進 さ せ ら れ る 。 別 の 実 施 例 に お い て 、 キ ャ リ
ア ２ ２ は 、 内 視 鏡 ２ ０ お よ び 案 内 装 置 １ ０ の 消 化 管 へ の 挿 入 の 前 に 管 路 １ ６ に 嵌 合 さ れ 、
挿 管 器 具 ２ ４ お よ び 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 キ ャ リ ア ２ ２ 上 で 前 進 す る こ と が 可 能 で あ る 。
他 の 実 施 例 で は 、 挿 管 器 具 ２ ４ お よ び 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 内 視 鏡 ２ ０ と 案 内 装 置 １ ０ と
の 消 化 管 へ の 挿 入 前 に 案 内 装 置 の 管 路 １ ６ に 嵌 合 さ れ る 。 別 の 実 施 例 に お い て 、 挿 管 器 具
２ ４ お よ び 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 内 視 鏡 ２ ０ と 案 内 装 置 １ ０ と が 消 化 管 へ 挿 入 さ れ た 後 に
管 路 １ ６ に 嵌 合 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 定 位 置 に 保 持 さ れ る こ と が で き 、 挿 管 器 具 ２ ４ が 図 １ ４ に 示 さ れ
る よ う に 位 置 決 め 器 具 ５ ４ に よ っ て 案 内 装 置 １ ０ の 端 部 か ら 押 さ れ て 外 さ れ る よ う に 、 内
視 鏡 ２ ０ お よ び 案 内 装 置 １ ０ を 胃 か ら 近 位 方 向 に 引 く こ と が で き る 。 医 師 は 、 挿 管 器 具 ２
４ （ 図 示 せ ず ） の 近 位 端 の 周 囲 で ワ イ ヤ ー ル ー プ ７ ６ を し っ か り と 閉 じ て 保 持 し 、 第 １ お
よ び 第 ２ の 結 合 部 材 ４ ０ お よ び ６ ０ を 分 離 す る た め 、 位 置 決 め 器 具 ５ ４ を 容 易 に 引 き 戻 す
こ と が で き る 。 医 師 は こ の と き 、 内 視 鏡 ２ ０ の 視 覚 化 の 下 で 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 か ら
延 び る フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ を 取 り 囲 む よ う に わ ず か に ワ イ ヤ ー ル ー プ ７ ６ を 緩 め て 操 作 す る
。 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に ル ー プ 形 状 に さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ ー ７ ６ を 用
い て 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ９ を 参 照 す る と 、 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ お よ び 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 は 、 小 腸 （ 例 え ば
空 腸 ） に 位 置 さ れ て 栄 養 素 が 供 給 さ れ る ポ ー ト ３ ６ を 有 す る 挿 管 器 具 ２ ４ の 遠 位 部 と と も
に 、 組 織 受 け 材 ４ ４ が 胃 壁 内 部 に 接 触 し て 位 置 さ れ る ま で 、 切 開 部 を 介 し て 引 き 抜 か れ る
。 こ れ ま で 説 明 し た 方 法 の 間 に 、 組 織 受 け 材 ４ ４ は 、 消 化 管 に お け る 挿 管 器 具 ２ ４ の 挿 入
お よ び 位 置 決 め を 容 易 に す る た め 、 つ ぶ れ 形 状 と さ れ て い る 。 医 師 が フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ お
よ び 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 を 外 部 へ 出 し 、 胃 壁 内 部 に 接 触 す る 受 け 材 ４ ４ を 引 く と き 、 受
け 材 ４ ４ は 自 動 的 に 拡 張 形 状 に 変 形 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ ０ は 、 外 部 に 出 さ れ た 挿 管 器 具 ２ ４ の 部 分 を 切 開 部 の 皮 膚 に 接 触 し て 挟 み 、 こ れ に
よ っ て 組 織 受 け 材 ４ ４ を 、 腹 壁 内 部 に 接 触 し て 配 置 さ れ る 胃 壁 内 部 に 接 触 さ せ て し っ か り
と 保 持 す る 従 来 の 外 科 用 ク ラ ン プ ８ ０ を 示 す 。 こ れ と は 別 に 、 外 部 の シ ー ル （ 図 示 せ ず ）
は 、 切 開 部 近 傍 の 患 者 の 皮 膚 に 対 し て 適 合 す る よ う に 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 部 を 覆 う よ う
に 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 は 切 断 可 能 で あ り 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ ７
８ は 、 患 者 の 外 部 の 挿 管 器 具 ２ ４ の 端 部 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 内 視 鏡 ２ ０ 、 案 内 装
置 １ ０ お よ び 位 置 決 め 器 具 ５ ４ は 、 小 腸 内 部 の 所 望 位 置 に 配 置 さ れ た 挿 管 チ ュ ー ブ ２ ４ の
遠 位 端 お よ び ポ ー ト ３ ６ を 残 し た ま ま 、 患 者 の 身 体 か ら 取 り 除 く こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 説 明 に お い て 、 ワ イ ヤ ー ル ー プ ７ ６ は 、 胃 壁 お よ び 腹 壁 を 通 じ て カ ニ ュ ー レ ７ ４ を
介 し 、 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ を 捕 捉 し て 、 挿 管 器 具 ２ ４ の 近 位 端 を 外 部 に 出 す た め に 使 用 し た
。 ワ イ ヤ ー ル ー プ ７ ６ は 、 単 に 、 身 体 内 に お け る 屈 曲 し た 通 路 の 中 を 通 る た め に 適 切 な 柔
軟 性 を 有 す る 長 さ の ガ イ ド ワ イ ヤ ー で あ れ ば よ く 、 捕 捉 器 具 と し て 用 い る た め に 最 適 で あ
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る 必 要 は な い 。 こ れ は 、 医 師 が 、 体 腔 内 に 配 置 さ れ る と き に 開 か れ る ワ イ ヤ ー で ル ー プ を
作 成 す る こ と が 必 要 な こ と が あ り 、 挿 管 器 具 ２ ４ の よ う な 器 具 の 容 易 な 挿 入 操 作 が 可 能 だ
か ら で あ る 。 経 皮 的 な カ ニ ュ ー レ を 通 じ て 導 入 さ れ る 従 来 の ガ イ ド ワ イ ヤ ー ル ー プ は 、 つ
ぶ れ る 傾 向 が あ っ て 体 腔 内 部 で の 方 向 付 け は 困 難 で あ る 。 医 師 は 、 体 腔 内 部 に あ る と き に
予 想 さ れ る 直 径 を 有 す る 、 比 較 的 堅 い ル ー プ を 形 成 す る 経 皮 的 カ ニ ュ ー レ を 通 じ て 捕 捉 器
具 を 導 入 し 、 ル ー プ を 介 し て 通 す た め の 器 具 に 最 適 な 対 象 を 提 供 す る た め に 、 カ ニ ュ ー レ
の 軸 の 周 囲 を 回 転 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ １ ～ 図 ２ ３ は 、 患 者 の 体 腔 内 部 で 器 具 ま た は 目 標 物 を 捕 捉 す る た め 、 図 １ ５ ～ 図 １
９ に 示 す カ ニ ュ ー レ ７ ６ の よ う な 経 皮 的 カ ニ ュ ー レ と と も に 用 い る 場 合 の 、 改 善 さ れ た 捕
捉 器 具 ８ ２ を 示 す 。 捕 捉 器 具 ８ ２ は 、 従 来 の 外 科 用 ガ イ ド ワ イ ヤ ー に 比 較 し て 相 対 的 に 堅
い バ ネ 材 料 で 形 成 さ れ た 細 長 い 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ を 備 え て も よ い 。 適 切 な バ ネ 材 料 は 、 ス
テ ン レ ス 鋼 ワ イ ヤ ー 、 生 体 適 合 可 能 な 硬 化 鋼 ワ イ ヤ ー 、 耐 食 性 の 表 面 、 ニ ッ ケ ル チ タ ン 形
状 記 憶 金 属 ワ イ ヤ ー お よ び 高 分 子 コ ー ド な ど が あ る 。 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ は 、 第 １ の 屈 曲 可
能 部 材 端 部 ８ ５ お よ び 第 ２ の 屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ３ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 捕 捉 器 具 ８ ２ は 、 例 え ば 細 い ワ イ ヤ ー 、 糸 、 天 然 繊 維 、 外 科 用 縫 合 糸 も し く は 多 く の 生
体 適 合 材 料 の い ず れ か 一 つ か ら 形 成 さ れ た フ ィ ラ メ ン ト で 形 成 さ れ る 制 御 部 材 ８ ６ を さ ら
に 備 え る 。 制 御 部 材 ８ ６ は 、 柔 軟 で あ っ て も よ い し 、 あ る い は 堅 く て も よ く 、 ま た 、 屈 曲
可 能 部 材 ８ ４ と 制 御 部 材 ８ ６ と が 直 線 状 に 互 い に 並 行 し て 位 置 す る と き に 、 こ れ ら の 双 方
が カ ニ ュ ー レ ７ ６ の 中 を 容 易 に 通 過 す る よ う に 、 制 御 部 材 ８ ６ は 、 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ に 比
較 し て 相 対 的 に 細 く て も よ い 。 制 御 部 材 ８ ６ は 、 第 １ の 制 御 部 材 端 部 ９ ５ お よ び 第 ２ の 制
御 部 材 端 部 ９ ３ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ の 制 御 部 材 端 部 ９ ５ は 、 例 え ば 接 着 、 緊 縛 、 は ん だ も し く は ク ラ ン プ に よ っ て 形 成
さ れ る ア タ ッ チ メ ン ト ９ ０ に よ り 、 第 １ の 屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ５ と 柔 軟 に 接 続 す る こ と が
可 能 で あ る 。 ア タ ッ チ メ ン ト ９ ０ は ま た 、 旋 回 運 動 、 ピ ン 止 め も し く は 蝶 番 の 接 続 で あ っ
て も よ い 。 引 き 抜 く 力 が 第 ２ の 制 御 部 材 端 部 ９ ３ に か か る と 、 押 し 出 す 力 が 同 時 に 第 ２ の
屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ３ に か か り 、 第 １ の 屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ５ に 生 じ る 偶 力 は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ お よ び 制 御 部 材 ８ ６ の 両 方 は 、 実 質 的 に 変 化 す る が 、 好 ま し い 長 さ は
約 ２ ０ ｃ ｍ ～ ５ ０ ｃ ｍ の 範 囲 と す る こ と が で き る 。 捕 捉 器 具 ８ ２ は 、 必 要 に 応 じ て 、 第 ２
の 屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ３ の 操 作 、 保 持 お よ び ／ ま た は 力 を 加 え る た め に 、 第 ２ の 屈 曲 可 能
部 材 端 部 ８ ３ に 取 り 付 け ら れ た グ リ ッ プ ８ ８ を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ は 通 常 直 線 形 状 も し く は 通 常 湾 曲 形 状 と す る こ と が で き る 。 図 ２ １ に
示 す よ う に 、 捕 捉 器 具 ８ ２ の 遠 位 部 ９ ８ （ カ ニ ュ ー レ ７ ６ の 遠 位 端 か ら 部 分 的 に 延 び る ）
は 、 直 線 形 状 で 体 腔 内 に 導 入 可 能 で あ る 。 遠 位 部 ９ ８ の 長 さ は 、 ル ー プ ９ ９ の 全 周 と 等 し
く 規 定 さ れ る 。 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 押 出 力 を 第 ２ の 屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ３ に か け 、 引 出
力 も 同 時 に 第 ２ の 制 御 部 材 端 部 ９ ３ に か け る と 、 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ の 遠 位 部 ９ ８ は 、 ほ ぼ
円 形 の ル ー プ ９ ９ を 形 成 す る 。 ル ー プ ９ ９ の 直 径 は 、 カ ニ ュ ー レ ７ ６ の 遠 位 端 ７ ７ か ら 延
び る 遠 位 部 ９ ８ の 長 さ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 も し グ リ ッ プ ８ ８ が 図 ２ ２ に 示 す よ う に カ ニ
ュ ー レ ７ ６ の 近 位 端 に 対 し て 押 さ れ 、 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ お よ び カ ニ ュ ー レ ７ ６ の お お よ そ
の 長 さ が わ か る と 、 遠 位 部 ９ ８ の お お よ そ の 長 さ お よ び ル ー プ ９ ９ の お お よ そ の 直 径 が 計
算 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し た が っ て 、 ル ー プ ９ ９ を 形 成 す る 前 に 遠 位 部 ９ ８ の 全 長 を 体 腔 内 に 挿 入 す る と 、 も し
く は ル ー プ ９ ９ を 形 成 す る 前 に 遠 位 部 ９ ８ の ほ ん の 少 し だ け 体 腔 内 に 挿 入 す れ ば 、 屈 曲 可
能 部 材 ８ ４ の 柔 軟 性 に よ っ て ル ー プ ９ ９ を 形 成 す る こ と が で き る 。 後 者 に お い て 、 ア タ ッ
チ メ ン ト ９ ０ は カ ニ ュ ー レ ７ ６ の 遠 位 端 ７ ７ よ り わ ず か に 遠 位 と な る 。 ユ ー ザ ー が 第 ２ の
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屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ３ を 押 せ ば 、 遠 位 部 ９ ８ は さ ら に カ ニ ュ ー レ ７ ６ か ら 体 腔 内 に 出 さ れ
、 ル ー プ ９ ９ を 形 成 す る 。 ル ー プ ９ ９ の 直 径 は 、 全 て の 遠 位 部 ９ ８ が カ ニ ュ ー レ ７ ６ を 押
し 出 さ れ る ま で 伸 び る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 遠 位 部 ９ ８ が 図 ２ ２ に 示 す よ う に ル ー プ ９ ９ を 形 成 す る と 、 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ は 矢 印 ９
４ で 示 さ れ る よ う に カ ニ ュ ー レ ７ ６ の 軸 ９ ２ の 回 り を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 必 要 に 応
じ て 、 グ リ ッ プ ８ ８ を 合 わ せ 、 も し く は カ ニ ュ ー レ ７ ６ の 近 位 端 に 対 し し っ か り と 保 持 す
る こ と が で き る の で 、 カ ニ ュ ー レ ７ ６ お よ び 屈 曲 可 能 部 材 ８ ４ は 、 共 に 軸 ９ ２ の 周 囲 を 回
転 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ の よ う な 、 ル ー プ ９ ９ を 通 り 抜 け る 器 具 も
し く は 対 象 物 に 適 切 な 対 象 と な る よ う 、 ル ー プ ９ ９ を 配 置 す る こ と が で き る （ 図 １ ６ で 説
明 し た よ う に 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 は 、 Ｐ Ｅ Ｇ Ｊ の 処 置 中 に ル ー プ を 通 す こ と が で き る 。 ） そ
の 対 象 を 取 り 巻 け ば 、 第 ２ の 屈 曲 可 能 部 材 端 部 ８ ３ に 対 す る 押 出 力 、 お よ び 、 第 ２ の 制 御
部 材 端 部 ９ ３ に 対 す る 引 出 力 を 、 図 ２ ３ に 示 す よ う に 遠 位 部 ９ ８ が 直 線 形 状 に 復 帰 す る よ
う に 取 り 除 く こ と が で き る 。 捕 捉 器 具 ８ ２ は 、 カ ニ ュ ー レ ７ ６ か ら 外 さ れ 、 こ れ に よ っ て
捕 捉 さ れ た 対 象 物 （ フ ィ ラ メ ン ト ４ ２ ） の 少 な く と も 一 部 を 外 部 に 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ ４ は 、 内 視 鏡 ２ ０ 、 案 内 装 置 １ ０ お よ び 、 案 内 装 置 １ ０ と と も に 利 用 す る た め の 、
全 体 を １ ０ ０ で 示 す 挿 管 器 具 の 別 の 実 施 例 の 遠 位 部 の 等 角 図 で あ る 。 挿 管 器 具 １ ０ ０ は ま
た 、 結 腸 の 減 圧 チ ュ ー ブ と し て 、 患 者 の 結 腸 か ら ガ ス や 液 体 を 主 に 排 出 す る た め に 用 い る
こ と も で き る 。 挿 管 器 具 １ ０ ０ は 、 内 部 を 通 る チ ャ ネ ル １ ０ ８ を 画 定 す る 細 長 チ ュ ー ブ １
０ ６ を 備 え て も よ い 。 ま た 、 挿 管 器 具 １ ０ ０ は 、 チ ュ ー ブ １ ０ ６ の 一 部 も し く は 実 質 的 に
全 長 に 沿 っ て 取 り 付 け る か ま た は 一 体 成 形 さ れ る 、 柔 軟 な レ ー ル １ ０ ２ （ 対 の 部 品 と も い
う ） も 備 え る こ と が で き る 。 チ ュ ー ブ １ ０ ６ お よ び レ ー ル １ ０ ２ は 、 ポ リ ウ レ タ ン の よ う
な 押 し 出 し 成 形 さ れ た ポ リ マ ー で 形 成 す る こ と が で き 、 図 ３ に 示 す 挿 管 器 具 ２ ４ と 同 様 の
断 面 形 状 を 有 す る が 、 多 く の 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 挿 管 器 具 ２ ４ の よ う に 、 挿 管 器 具
１ ０ ０ は 、 キ ャ リ ア ２ ２ も し く は 案 内 装 置 １ ０ の 管 路 １ ６ と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ る よ
う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 挿 管 器 具 １ ０ ０ は 、 チ ュ ー ブ １ ０ ６ の 少 な く と も 遠 位 部 に 、 チ ャ ネ ル １ ０ ８ と 流 体 連 通
す る た め の 、 離 間 し た 複 数 の 開 口 部 １ ０ ４ を 備 え て も よ い 。 開 口 部 １ ０ ４ の 大 き さ と 形 状
は 有 意 に 様 々 で よ い が 、 通 常 結 腸 か ら の ガ ス の 排 出 に 十 分 な 大 き さ で あ る 。 挿 管 器 具 １ ０
０ の 遠 位 端 は 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 結 腸 へ の 外 傷 を 伴 わ な い 挿 入 を 容 易 に す る た め 、 テ
ー パ ー 状 と す る こ と が で き る 。 挿 管 器 具 １ ０ ０ （ 図 示 せ ず ） の 近 位 端 は 、 単 純 に 切 離 端 も
し く は 液 体 回 収 シ ス テ ム （ 図 示 せ ず ） と 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 挿 管 器 具 １ ０
０ の 長 さ は 、 少 な く と も 患 者 の 肛 門 か ら 結 腸 の 盲 腸 へ 達 す る 長 さ で あ り 、 解 放 も し く は 排
出 さ れ た 液 体 の 適 切 な 管 理 の た め 、 患 者 か ら 外 部 に 延 び る 追 加 的 な 長 さ を 加 え た 長 さ と さ
れ る 。 例 え ば 、 挿 管 器 具 の 長 さ は 、 約 １ ０ ０ ｃ ｍ ～ ２ ０ ０ ｃ ｍ の 範 囲 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ２ ５ ～ 図 ２ ７ は 、 結 腸 か ら 液 体 を 解 放 お よ び ／ ま た は 排 出 す る た め に 、 内 視 鏡 と と も
に 案 内 装 置 １ ０ を 用 い て 患 者 の 結 腸 内 に 挿 管 器 具 １ ０ ０ を 配 置 す る た め の 方 法 を 示 す 。 内
視 鏡 ２ ０ は 、 図 １ の 案 内 装 置 １ ０ を 備 え て も よ く 、 結 腸 内 に 肛 門 を 介 し て 挿 入 す る こ と が
可 能 で あ る 。 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 ２ ０ お よ び 案 内 装 置 １ ０ は 、 内 視 鏡 ２ ０ の 遠 位
端 が 、 結 腸 内 、 例 え ば 結 腸 の 盲 腸 内 、 の 所 望 の 領 域 に 達 す る ま で 挿 入 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 挿 管 器 具 １ ０ ０ は 、 挿 管 器 具 １ ０ ０ の 遠 位 端 が 結 腸 内 の 所 望 の 位 置 と な る ま で 、 図 ２ ６
に 示 す よ う に 、 案 内 装 置 １ ０ に 沿 っ て 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 必 要 に 応 じ て 、 挿 管 器 具
１ ０ ０ は 、 内 視 鏡 ２ ０ を 結 腸 内 に 挿 入 す る 前 に 、 案 内 装 置 １ ０ と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ せ
る 。 挿 管 器 具 １ ０ ０ の 遠 位 端 は 、 挿 入 前 、 内 視 鏡 ２ ０ の 遠 位 端 の 近 傍 、 も し く は 内 視 鏡 ２
０ の 遠 位 端 近 く の い か な る 位 置 に あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 内 視 鏡 ２ ０ お よ び 案 内 装 置 １ ０ は 、 挿 管 器 具 １ ０ ０ の 近 位 端 が 患 者 に 対 し て 固 定 し て 保
持 さ れ た ま ま 、 結 腸 か ら 引 き 抜 か れ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 結
腸 内 の 所 望 の 位 置 で 挿 管 器 具 １ ０ ０ の 遠 位 端 を 保 持 す る こ と が で き る 。 挿 管 器 具 １ ０ ０ の
近 位 端 は 、 ガ ス の 自 然 な 解 放 の た め に 配 置 さ れ る か 、 も し く は 液 体 回 収 シ ス テ ム に 接 続 さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 特 定 の 態 様 、 形 態 お よ び 実 施 例 に 関 し て 挿 管 シ ス テ ム お よ び 方 法 を 示 し 、 説 明 し た が 、
多 く の 変 更 が 当 業 者 に よ っ て 思 い 付 く で あ ろ う こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 （ １ ） 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 細 長 管 路 と 、
　 前 記 細 長 管 路 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ た 挿 管 器 具 で あ っ て 、 前 記 挿 管 器 具 の 近 位 端 に
配 置 さ れ た 第 １ の 結 合 部 材 を 有 す る 、 挿 管 器 具 と 、
　 前 記 細 長 管 路 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ た 位 置 決 め 器 具 で あ っ て 、 前 記 位 置 決 め 器 具 の
遠 位 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 結 合 部 材 を 有 す る 、 位 置 決 め 器 具 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 に 嵌 合 さ れ て 、 前 記 挿 管 器 具 を 前 記 位 置 決
め 器 具 に 解 放 可 能 に 接 続 す る 、
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 細 長 管 路 は 、 内 部 に 内 視 鏡 を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 案 内 装 置 に 配 置 さ れ る 、
医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 結 合 部 材 は 、 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 患 者 の 体 内 で 分 離 さ れ る
よ う に 構 成 さ れ る 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 離 脱 力 を 加 え る こ と に よ っ て 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 か ら 取 り 外 す
こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 前 記 挿 管 器 具 を 前 記 位 置 決 め 器 具 か ら 分 離 す る こ と が で き る 、
医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 円 錐 形 状 の 突 起 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 は 、 前 記 円 錐 形 状 の 突 起 を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 、 円 錐 形 状
の 受 け 部 を 有 す る 、
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ ６ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 は 、 切 欠 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 は 、 前 記 切 欠 凹 部 と 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た ラ ッ チ を 有 す る 、
　 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 お よ び 前 記 第 １ の 結 合 部 材 が 、 一 体 的 に 形 成 さ れ た 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム
。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 位 置 決 め 器 具 お よ び 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 が 、 一 体 的 に 形 成 さ れ た 、 医 療 用 挿 管 シ ス
テ ム 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 お よ び 前 記 位 置 決 め 器 具 の 少 な く と も １ つ が 、 高 分 子 材 料 で 形 成 さ れ た 、
医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-289667 A 2007.11.8



　 前 記 挿 管 器 具 は 、 前 記 挿 管 器 具 の 内 部 に 延 在 す る チ ャ ネ ル を 有 す る 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ
ム 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ １ １ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 は 、 前 記 挿 管 器 具 の 前 記 近 位 端 に 接 続 さ れ た 垂 下 フ ィ ラ メ ン ト （ trailing
 filament） を 有 す る 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 垂 下 フ ィ ラ メ ン ト は 、 外 科 用 縫 合 材 料 、 高 分 子 コ ー ド 、 金 属 ワ イ ヤ ー 、 糸 お よ び 天
然 繊 維 の 少 な く と も １ つ を 含 む 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 位 置 決 め 器 具 は 、 前 記 位 置 決 め 器 具 の 内 部 に 延 在 す る チ ャ ネ ル を 有 す る 、 医 療 用 挿
管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 は 、 前 記 管 路 と 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ た 概 ね Ｔ 型 の レ ー ル を 有 す る 、 医
療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 管 路 は 、 前 記 概 ね Ｔ 型 の レ ー ル を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 、 概 ね Ｃ 型 の チ ャ ネ
ル 、 を 有 す る 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 挿 管 器 具 と 前 記 管 路 と の 間 に 配 置 さ れ た 、 キ ャ リ ア 、
　 を さ ら に 備 え た 、 医 療 用 挿 管 シ ス テ ム 。
　 （ １ ７ ） 挿 管 器 具 を 患 者 の 体 腔 内 に 配 置 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 挿 管 器 具 は 、 レ ー ル 、
お よ び 第 １ の 結 合 部 材 、 を 有 す る 、 方 法 に お い て 、
　 案 内 装 置 を 準 備 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 案 内 装 置 は 、 当 該 案 内 装 置 の 表 面 に 配 置 さ れ た
細 長 管 路 を 有 す る 、 工 程 と 、
　 レ ー ル 、 お よ び 第 ２ の 結 合 部 材 を 有 す る 、 位 置 決 め 器 具 を 準 備 す る 工 程 と 、
　 前 記 挿 管 器 具 の 前 記 レ ー ル と 前 記 細 長 管 路 と を 接 続 す る こ と で 、 前 記 挿 管 器 具 を 前 記 案
内 装 置 に ス ラ イ ド 可 能 に 接 続 す る 、 工 程 と 、
　 前 記 位 置 決 め 器 具 の 前 記 レ ー ル と 前 記 細 長 管 路 と を 接 続 す る こ と で 、 前 記 位 置 決 め 器 具
を 前 記 案 内 装 置 に ス ラ イ ド 可 能 に 接 続 す る 、 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 結 合 部 材 と 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 と を 嵌 合 さ せ て 、 前 記 位 置 決 め 器 具 を 前 記 挿
管 器 具 に 解 放 可 能 に 接 続 す る 、 工 程 と 、
　 前 記 患 者 の 体 腔 内 に 前 記 案 内 装 置 を 挿 入 す る 工 程 と 、
　 前 記 位 置 決 め 器 具 に 力 を か け て 、 前 記 挿 管 器 具 を 前 記 案 内 装 置 に 沿 っ て 移 動 さ せ る 、 工
程 と 、
　 を 備 え る 、 方 法 。
　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 体 腔 か ら 前 記 案 内 装 置 を 取 り 出 す 間 、 前 記 位 置 決 め 器 具 を 前 記 体 腔 に 対 し て 固 定 し
て 保 持 す る 工 程 、
　 を さ ら に 備 え た 、 方 法 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 結 合 部 材 が 前 記 体 腔 内 部 に 配 置 さ れ て い る 間 に 、 前 記 第 １ の 結 合
部 材 を 前 記 第 ２ の 結 合 部 材 か ら 分 離 す る 工 程 、
　 を さ ら に 備 え た 、 方 法 。
　 （ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ９ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 分 離 す る 工 程 の 後 、 前 記 位 置 決 め 器 具 を 前 記 体 腔 か ら 引 き 出 す 工 程 、
　 を さ ら に 備 え た 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 内 視 鏡 を 使 用 す る た め の 案 内 装 置 の 等 角 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 内 視 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 図 １ の 案 内 装 置 と 、 こ の 案 内 装 置 と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合
す る 付 属 物 の 遠 位 部 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 キ ャ リ ア と ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る 付 属 物 、 お よ び 案 内 装 置 の 管 路 と ス ラ イ ド 可
能 に 嵌 合 す る キ ャ リ ア の 図 ２ に お け る 断 面 線 ３ － ３ に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 内 視 鏡 は 明 確
化 の た め に 除 外 さ れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 案 内 装 置 と と も に 使 用 す る た め の 挿 管 器 具 の 等 角 図 で あ り 、 挿 管 器 具
は 、 つ ぶ れ 形 状 で 示 さ れ る 組 織 受 け 材 の 第 １ の 形 態 を 備 え る 。
【 図 ５ 】 拡 張 形 状 で 示 さ れ る 図 ４ の 組 織 受 け 材 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 つ ぶ れ 形 状 の 組 織 受 け 材 を 示 す 、 体 壁 を 介 し て 配 置 さ れ る 図 ４ の 挿 管 器 具 に お け
る 近 位 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 体 壁 に 接 触 し て 配 置 さ れ 、 拡 張 形 状 に 変 化 し た 組 織 受 け 材 を 示 す 図 ６ の 挿 管 器 具
に お け る 近 位 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 体 壁 を 介 し て 配 置 さ れ て い る 挿 管 器 具 に お け る 近 位 部 の 側 面 図 で あ り 、 挿 管 器 具
は 、 つ ぶ れ 形 状 で 示 さ れ る 組 織 受 け 材 の 第 ２ の 形 態 を 備 え る 。
【 図 ９ Ａ 】 体 壁 に 接 触 し て 配 置 さ れ 、 拡 張 形 状 に 変 化 し た 組 織 受 け 材 を 示 す 図 ８ の 挿 管 器
具 に お け る 近 位 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 つ ぶ れ 形 状 で 組 織 受 け 材 を 保 持 す る た め の 移 動 止 め 開 口 部 と 嵌 合 す る 解 放 可 能
な ロ ッ ク 機 構 を 示 す 図 ９ Ａ の 挿 管 器 具 に お け る 近 位 部 の 詳 細 な 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 使 用 す る た め の 位 置 決 め 器 具 の 等 角 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 位 置 決 め 器 具 の 図 １ ０ に お け る 断 面 線 １ １ － １ １ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ４ に 示 す 挿 管 器 具 の 遠 位 端 に 脱 着 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 図 １ ０ の 位 置 決 め 器
具 の 近 位 端 の 部 分 側 面 図 で あ り 、 位 置 決 め 器 具 お よ び 挿 管 器 具 は 、 キ ャ リ ア に ス ラ イ ド 可
能 に 嵌 合 さ れ 、 案 内 装 置 の 管 路 に 同 様 に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 さ れ る 。
【 図 １ ３ 】 挿 管 器 具 の 遠 位 端 に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 位 置 決 め 器 具 の 近 位 端 の 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 内 視 鏡 の 遠 位 部 に 前 進 し た 挿 管 器 具 と 、 案 内 装 置 の 管 路 で ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合
さ れ た 位 置 決 め 器 具 を 示 し た 、 挿 管 器 具 に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 位 置 決 め 器 具 の 部 分
等 角 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 組 み 立 て ら れ 、 患 者 の 上 部 消 化 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 視
鏡 の 説 明 図 で あ り 、 胃 壁 お よ び 腹 壁 の 透 光 部 を 介 し て 貫 通 さ せ た 針 お よ び カ ニ ュ ー レ を 示
す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 組 み 立 て ら れ 、 患 者 の 上 部 消 化 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 視
鏡 の 説 明 図 で あ り 、 胃 壁 お よ び 腹 壁 を 介 し て 配 置 さ れ た カ ニ ュ ー レ を 通 じ て 胃 に 導 入 さ れ
た ワ イ ヤ ー ル ー プ を 通 り 抜 け る 内 視 鏡 の 遠 位 端 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 組 み 立 て ら れ 、 患 者 の 上 部 消 化 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 視
鏡 の 説 明 図 で あ り 、 案 内 装 置 に 沿 っ て 図 １ ０ の 位 置 決 め 器 具 に よ り 前 進 さ せ ら れ た 図 ４ の
挿 管 器 具 を 示 し 、 挿 管 器 具 の 遠 位 端 は 内 視 鏡 の 視 覚 範 囲 内 で 空 腸 内 部 に 配 置 さ れ る 図 で あ
る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 組 み 立 て ら れ 、 患 者 の 上 部 消 化 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 視
鏡 の 説 明 図 で あ り 、 内 視 鏡 の 視 覚 範 囲 内 で 、 位 置 決 め 器 具 に よ っ て 案 内 装 置 が 胃 の 内 部 に
押 し 込 ま れ た 挿 管 器 具 の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 垂 下 フ ィ ラ メ ン ト を 捕 ら え る ワ イ ヤ ー ル
ー プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 組 み 立 て ら れ 、 患 者 の 上 部 消 化 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 視
鏡 の 説 明 図 で あ り 、 胃 壁 お よ び 腹 壁 を 介 し て 外 部 に 出 さ れ た 、 垂 下 フ ィ ラ メ ン ト と 挿 管 器
具 の 近 位 端 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ の 案 内 装 置 と と も に 組 み 立 て ら れ 、 患 者 の 上 部 消 化 管 内 に 挿 入 さ れ た 内 視
鏡 の 説 明 図 で あ り 、 胃 壁 内 部 に 接 触 し て 配 置 さ れ 、 拡 張 形 状 に 変 え ら れ 、 挿 管 器 具 の 外 部
に 出 さ れ た 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 外 科 用 ク ラ ン プ に よ っ て 所 定 の 位 置 に 固 定 さ れ た 組 織 受
け 材 を 示 し 、 挿 管 器 具 の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た Ｙ 型 フ ィ ッ テ ィ ン グ と 患 者 か ら 取 り 外 さ
れ た 内 視 鏡 と を 示 す 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(14) JP 2007-289667 A 2007.11.8



【 図 ２ １ 】 患 者 の 腹 壁 お よ び 胃 壁 を 介 し て 配 置 さ れ た 経 皮 カ ニ ュ ー レ と と も に 捕 捉 器 具 を
使 用 す る 工 程 を 示 し 、 柔 軟 部 材 が 直 線 形 状 の 間 、 胃 に 延 在 す る 捕 捉 器 具 の 柔 軟 部 材 の 遠 位
部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 患 者 の 腹 壁 お よ び 胃 壁 を 介 し て 配 置 さ れ た 経 皮 カ ニ ュ ー レ と と も に 捕 捉 器 具 を
使 用 す る 工 程 を 示 し 、 柔 軟 部 材 が 保 持 さ れ る と き に 、 テ ン シ ョ ン 機 構 に か け ら れ て い る テ
ン シ ョ ン と 、 ル ー プ 形 状 を 形 成 し 、 挿 管 器 具 の 垂 下 フ ィ ラ メ ン ト を 巻 い た 捕 捉 器 具 の 柔 軟
部 材 に お け る 遠 位 部 と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 患 者 の 腹 壁 お よ び 胃 壁 を 介 し て 配 置 さ れ た 経 皮 カ ニ ュ ー レ と と も に 捕 捉 器 具 を
使 用 す る 工 程 を 示 し 、 テ ン シ ョ ン 機 構 か ら 解 放 さ れ た テ ン シ ョ ン と 、 柔 軟 部 材 お よ び テ ン
シ ョ ン 機 構 の 間 で 捕 捉 さ れ た フ ィ ラ メ ン ト と と も に 、 直 線 形 状 に お け る 柔 軟 部 材 と を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 挿 管 器 具 の 他 の 例 に お け る 、 図 ２ の 案 内 装 置 に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 し た 、 遠 位
部 の 等 角 図 を 示 す 。
【 図 ２ ５ 】 内 視 鏡 に 組 み 込 ま れ 、 患 者 の 結 腸 内 に 肛 門 を 介 し て 挿 入 さ れ た 図 ２ の 案 内 装 置
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 案 内 装 置 に 沿 っ て 患 者 の 結 腸 に 前 進 さ せ ら れ た 、 図 ２ ４ の 挿 管 器 具 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ ７ 】 患 者 の 結 腸 内 に 配 置 さ れ た 図 ２ ４ の 挿 管 器 具 と 、 患 者 か ら 取 り 外 さ れ た 内 視 鏡
と を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ Ａ 】

(16) JP 2007-289667 A 2007.11.8



【 図 ９ Ｂ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供适用于柔性内窥镜的改进装置和方法，并且通过医
疗装置为多种医疗目的提供改进的内窥镜进入感兴趣组织的途径，包括
执行诊断和治疗程序，提供流体营养素进入胃肠道，去除病变组织并释
放气体。ŽSOLUTION：提供插管系统用于内窥镜。插管系统包括具有轨
道的引导装置，该轨道适于与内窥镜相关联，使得轨道的弯曲基本上与
内窥镜的弯曲分离。插管系统还包括定位装置，该定位装置具有位于远
端的第一连接构件和插管装置，插管装置在近端具有第二连接构件。插
管装置和定位装置均包括配合构件，该配合构件适于滑动地接合内窥镜
外部的轨道，由此第一和第二连接构件可以可释放地连接在一起。Ž
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